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一
面
　
通
常
総
会
開
催

三
面
　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

　
　
　
ン
ピ
ッ
ク
で
木
材
利
用
を

四
面
　
木
材
利
用
推
進
全
国
会
議

二
面
　
十
六
万
人
来
場
の
お
も
ち
ゃ
シ

　
　
　
ョ
ー
へ
参
加
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
）

旭
日
小
綬
章
　
鈴
木
　
和
雄
（
愛
知
）

旭
日
小
綬
章
　
内
田
　
幹
雄
（
大
分
）

黄
綬
褒
章
　
千
葉
　
利
男
　
　

総会で挨拶をする吉条会長

　
全
木
協
連
第
　　
回
通
常
総
会
開
催

５５

全
木
連
第
　　
回
通
常
総
会
開
催

７６

平
成
　　
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
案
を
承
認

２７

　
恒
例
の
全
木
連
、
全
木
協
連
、
木
材

退
職
金
共
済
会
、
木
材
産
業
政
治
連
盟

の
総
会
が
、
５
月
　　
、
　　
日
東
京
芝
公

１２

１３

園
の
メ
ル
パ
ル
ク
に
お
い
て
全
国
か
ら

の
会
員
が
参
加
す
る
中
開
催
さ
れ
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
　　
日
午
前
に
正
副
会

１２

長
会
議
が
開
催
さ
れ
、
総
会
の
進
め
方
、

当
面
の
懸
案
事
項
等
に
つ
い
て
議
論
が

行
わ
れ
、
今
後
の
方
針
が
確
認
さ
れ
た
。

　
　　
日
午
後
、
最
初
に
全
木
連
の
総
会

１２
が
開
催
さ
れ
、
松
原
副
会
長
の
開
会
宣

言
の
後
、
吉
条
会
長
か
ら
の
挨
拶
、
来

賓
の
林
野
庁
今
井
長
官
、
国
土
交
通
省

内
田
木
造
住
宅
振
興
室
長
か
ら
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
吉
条
会
長
を

議
長
に
選
出
し
、
平
成
　　
年
度
事
業
報

２６

告
、
決
算
等
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
後
、
平
成
　　
年
２７

度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
等
が
報
告
さ

れ
了
承
さ
れ
た
。
最
後
に
、
横
田
副
会

長
か
ら
閉
会
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、
総

会
を
終
了
し
た
。

吉
条
全
木
連
会
長
あ
い
さ
つ（
要
旨
）

　
『
我
が
国
経
済
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
効
果
に
よ
り
明
る
さ
も
出
始
め
て
お

り
ま
す
が
、
そ
の
効
果
の
発
現
に
は
地

域
間
で
格
差
が
出
て
い
る
と
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
地
方

創
生
な
ど
を
柱
と
し
た
更
な
る
経
済
対

策
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
平
成
　　
年
の

２６

新
規
住
宅
着
工
は
、
消
費
税
の
引
き
上

げ
な
ど
も
あ
り
前
年
を
大
き
く
下
回
る

状
況
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

少
子
化
が
進
み
、
今
後
の
住
宅
着
工
に

大
き
な
伸
び
が
期
待
で
き
な
い
中
、
木

材
産
業
界
に
と
っ
て
は
、
住
宅
以
外
の

都
市
で
の
木
材
需
要
拡
大
と
と
も
に
木

材
需
要
構
造
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で

き
る
産
業
構
造
の
確
立
等
が
緊
急
課
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
示
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
公
共
建
築
物
の
木
造
化
促
進
法
が
制

定
さ
れ
て
か
ら
５
年
、
こ
の
間
、
行
政

の
皆
様
、
業
界
の
皆
様
の
積
極
的
な
取

組
の
結
果
、
従
来
、
木
造
化
が
技
術
的

理
由
や
採
算
性
の
問
題
か
ら
難
し
い
と

考
え
ら
れ
て
き
た
分
野
へ
の
木
材
利
用

が
大
き
く
拡
大
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
特

に
、
林
野
庁
、
国
土
交
通
省
の
皆
様
に

は
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事
業
、
地
域
型

住
宅
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
等
を
通
じ
国
民

の
皆
さ
ん
の
国
産
材
利
用
拡
大
へ
の
理

解
を
大
き
く
広
げ
て
い
た
だ
い
た
と
考
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挨拶をする坂東会長

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
昨
年
　　
月
に
東
京
で
開
催
し
た
全
国

１０

木
材
産
業
振
興
大
会
で
は
「
新
た
な
木

材
利
用
へ
の
挑
戦
で
、
木
材
産
業
の
創

造
的
再
興
―
木
材
利
用
で
街
に
第
二
の

森
林
を
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
に
、
こ

う
し
た
追
い
風
を
生
か
す
た
め
、
森
林

・
林
業
・
木
材
産
業
関
係
者
が
一
体
と

な
っ
た
木
材
利
用
拡
大
運
動
へ
の
取
り

組
み
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
等
品
質
・
性
能
の

確
か
な
木
材
の
供
給
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
施
設
で

の
木
材
利
用
の
促
進
な
ど
に
つ
い
て
取

り
組
む
べ
く
大
会
宣
言
決
議
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
活
動
へ
の
支
援
策

と
し
て
、
林
野
庁
に
よ
る
木
材
利
用
拡

大
の
た
め
の
平
成
　　
年
度
補
正
予
算
に

２６

よ
る
事
業
も
措
置
が
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
と
と
も
に
、

こ
う
し
た
補
助
事
業
の
活
用
も
図
り
な

が
ら
、
大
会
決
議
に
基
づ
い
た
木
材
利

用
の
推
進
の
た
め
の
取
り
組
み
に
努
め

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
全
木
協
連
で
は
、
平
成
　　
年
度
は
会

２６

員
の
皆
さ
ん
、
職
員
の
皆
さ
ん
の
ご
努

力
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
4
年
ぶ

り
の
黒
字
決
算
で
終
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
今
年
度
に
お
い
て
も
地
域
材

利
用
促
進
の
た
め
の
利
子
助
成
や
リ
ー

ス
に
対
す
る
支
援
、
共
同
事
業
・
共
済

事
業
な
ど
に
取
り
組
み
、
木
材
事
業
者

の
皆
様
の
活
動
の
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
と
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
全
木
協
連
の
諸
活
動

に
対
し
、
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
』

　
翌
　　
日
は
、
木
退
共
、
政
治
連
盟
の

１３

総
会
が
開
催
さ
れ
、
事
業
報
告
、
決
算
、

事
業
計
画
、
予
算
案
が
審
議
さ
れ
、
全

て
事
案
通
り
承
認
さ
れ
、
全
て
の
議
事

が
終
了
し
た
。

　　
十
六
万
人
来
場
の
東
京
お
も
ち
ゃ
シ
ョ
ー
へ
の

　
　
　
参
加
で
　木
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
提
供

挨拶をする今井林野庁長官

え
て
お
り
ま
す
。
戦
後
造
成
さ
れ
た
我

が
国
森
林
資
源
が
充
実
し
、
利
用
期
に

達
し
よ
う
と
す
る
中
、
木
材
の
利
用
は

環
境
に
貢
献
す
る
と
い
う
こ
と
ば
か
り

で
な
く
、
現
在
の
我
が
国
の
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
・
地
方

創
生
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で

あ
る
と
い
う
こ
と
へ
の
理
解
が
着
実
に

広
が
り
を
見
せ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
流
れ
の
中
、
都
市
を
含
め

た
木
材
需
要
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
木
材
の
耐
火
性
能
の
向
上
等

の
技
術
的
課
題
の
克
服
と
と
も
に
、
戦

後
永
く
続
い
て
き
た
街
づ
く
り
に
お
け

る
非
木
材
化
の
流
れ
を
変
え
「
木
材
を

優
先
し
て
利
用
す
る
社
会
づ
く
り
」
へ

向
け
て
の
国
民
的
支
援
の
流
れ
を
作
り

出
す
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
昨
年
　　
月
の
全
国
木
材

１０

産
業
振
興
大
会
で
は
、「
木
材
利
用
拡
大

な
く
し
て
森
林
・
林
業
の
活
性
化
は
成

し
え
な
い
」
と
の
認
識
の
下
、「
ウ
ッ
ド

フ
ァ
ー
ス
ト
社
会
の
実
現
」
へ
向
け
た

共
同
宣
言
を
全
国
森
林
組
合
連
合
会
と

の
間
で
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、

国
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
け

る
よ
う
森
林
・
林
業
関
係
者
が
一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
全
木

連
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
動
き
の
先
頭

に
立
っ
て
、
木
材
利
用
拡
大
、
森
林
・

林
業
・
木
材
産
業
に
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
方
の
ご
理
解
・
ご
支
援

を
引
き
続
き
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。』

　
続
い
て
、
全
木
協
連
総
会
が
井
関
副

会
長
の
開
会
の
言
葉
の
後
、
執
り
行
わ

れ
た
。
坂
東
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

林
野
庁
沖
次
長
か
ら
来
賓
ご
挨
拶
を
い

た
だ
い
た
後
、
坂
東
会
長
を
議
長
に
選

出
し
、
議
事
に
入
っ
た
。
平
成
　　
年
度

２６

事
業
報
告
、
決
算
、
平
成
　　
年
度
事
業

２７

計
画
、
予
算
案
が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
最
後
に
、
沖

田
副
会
長
の
閉
会
の
言
葉
で
総
会
を
終

了
し
た
。

坂
東
全
木
協
連
会
長
挨
拶（
要
旨
）

　
『
平
成
　　
年
度
は
、
４
月
の
消
費
税

２６

引
き
上
げ
に
始
ま
り
、
年
末
の
総
選
挙

な
ど
様
々
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
一
年
、
消
費
者

の
方
々
の
木
材
利
用
へ
の
関
心
は
間
違

い
な
く
高
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
、
建
築
、

設
計
な
ど
我
々
と
消
費
者
を
つ
な
ぐ
方

々
に
も
木
材
利
用
へ
の
関
心
が
今
ま
で

以
上
に
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
は
間

違
い
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
う

し
た
関
心
の
高
ま
り
は
、
木
材
利
用
拡

大
を
進
め
て
い
く
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で

　
　　
万
人
集
め
６
月
　　
日

１６

１８

　（　）木
か
ら
21
日

　（　）日
に
か
け
て
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
行

わ
れ
た
東
京
お
も
ち
ゃ
シ
ョ
ー
に
全
木

連
が
東
京
木
材
問
屋
協
同
組
合
の
協
力

を
得
て
初
参
加
を
し
た
。
毎
年
、
新
し

い
お
も
ち
ゃ
の
紹
介
な
ど
大
き
な
話
題

と
た
く
さ
ん
の
来
場
者
を
集
め
る
こ
と

で
有
名
な
東
京
お
も
ち
ゃ
シ
ョ
ー
に
、

木
材
団
体
が
参
加
し
た
の
は
初
め
て
。
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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
へ
の
木
材
利
用
促
進
の
た
め
、
全

木
連
が
事
務
局
と
な
り
、
林
業
協
会
の

下
要
望
書
を
取
り
ま
と
め
、
自
民
党
に

対
し
て
の
要
請
を
行
っ
た
。
５
月
　　
日
２８

に
行
わ
れ
た
自
民
党
農
林
部
会
の
会
合

に
は
、
林
業
界
を
代
表
し
て
前
田
日
本

林
業
協
会
会
長
、
吉
条
全
木
連
会
長
、

佐
藤
全
森
連
会
長
を
は
じ
め
多
く
の
林

業
・
木
材
産
業
関
係
者
が
出
席
し
た
。

　　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　　
　
施
設
で
の
木
材
利
用
を
要
望

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成27年５月28日
自民党
　スポーツ立国調査会　　会　長　遠藤　利明　殿
　農林水産戦略調査会　　会　長　西川　公也　殿
　農　　林　　部　 会　　部会長　齋藤　　健　殿
　林　政　小　委　員　会　　委員長　吉野　正芳　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2020年木材利用拡大推進本部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本部長　前田　直登

　　　　2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会における
　　　　　　　　　国産材利用の推進についての要望

　2020年の東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を通じて、有形・無形
の遺産（レガシー）を後世にいかに残すことができるか、ということが問われています。
　このような中、私たちは、競技会場や選手村をはじめとする様々な関連施設の整備
や各種家具・備品などに、国産材を積極的に活用することを提案します。
　木材は、地球温暖化対策に貢献する再生産可能なエコ資材であるとともに、断熱性
が高く、調湿機能を有するなど、蒸し暑い日本の真夏に開催される本大会において快
適な空間を提供するためにうってつけの建築資材です。さらに、国内各地の木材を利
用することで、全国でこの大会を支える機運と一体感を醸成します。東日本大震災の
被災地の木材を利用することは、世界へ向けた復興のアピールにもなります。
　本大会は、このような国産材利用がもたらす様々なメリットや重要性を広く普及す
る絶好の機会です。本大会を契機に、これまで木材利用が低位であった都市部をはじ
めとして更なる国産材利用拡大の途が開かれれば、国内森林資源の循環利用を通じた
森林の適切な整備・保全の推進、林業・木材産業の振興を通じた地域の雇用創出、活
性化につながり、国の進める林業の成長産業化、地方創生の実現にも大きく貢献します。
　私たち、森林・林業・木材産業に関わる諸団体等は、こうした国産材利用の取組に
的確に対応し、必要となる木材を確実に供給できる体制づくりを行っていきます。
　木材をふんだんに利用して都市部に整備される大会関連施設等と、これらをモデル
とする「ウッドファースト社会」(木材を優先して活用する社会）の実現が、本大会に
よる遺産（レガシー）の一つになるものと考えます。
　以上を踏まえ、下記事項の実現を強く要望します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１　現在設計が進められている新国立競技場、有明アリーナ、オリンピックアクアテ
　　ィクスセンターをはじめとした恒設、仮設の各種競技会場、選手村及びこれらに
　　附帯する施設の全てについて、国産材による木造化、内外装の木質化を図ること。

２　競技会場及び選手村へのアクセス及び選手村内の街並みや外構の整備、工事資材、
　　家具・備品の調達についても、国産材の積極的な利用を図ること。

３　仮設構造物に利用された木材については、大会終了後、全国の公共建築物等に再
　　利用し、オリンピック遺産（レガシー）として青少年をはじめとした国民に広く
　　共有するように努めること。

　
　
　
木
造
大
会
関
連
施
設
の
整
備
と
そ
れ
を
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デ
ル
と
し
た
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ウ
ッ
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ス
ト
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を

埼
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触
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。
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目
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供
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て
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触
感
を
楽
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ん
だ
。
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り
、
木
の
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さ
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・
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及
に
大
き
な
効
果
を
上
げ
た
。
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が
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景況調査
（　　　　）内は実数

〔流通部門〕
当月の状況

当月の状況
〔製造部門〕

来月の見通し

プレカットの動向

来月の見通し

プレカットの動向

3か月後相場予想

3か月後相場予想

北洋材（欧州材を含む）

北洋材（欧州材を含む）

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材

国 産 材
建 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材

国 産 材

発注後、加工ま
での待ち時間

発注後、加工ま
での待ち時間

保ち合い

―　4　―
間伐紙（木になる紙）を使用しています。

（第665号）平成27年6月30日（火）

27年5月分集計表
モニター数109　　回答数66　　回収率61％

モニター数143　　回答数91　　回収率64％

増加18％（12）
増加17％（11）
上昇　3％（　2）
上昇　9％（　6）

増加44％（29）
増加36％（24）
上昇　8％（　5）
上昇14％（　9）

強　含　み
　5％（　3）
27％（14）
15％（　8）
　5％（　3）
　9％（　5）

1ヵ月以内
72％（38）

67％（37）
67％（34）
67％（37）
60％（38）
74％（39）

1ヵ月
26％（14）

減少32％（21）
減少36％（24）
下降18％（12）
下降21％（14）

減少　5％（　3）
減少14％（　9）
下降11％（　7）
下降14％（　9）

弱　含　み
27％（15）
　6％（　3）
18％（10）
35％（22）
17％（　9）

1ヵ月以上
　2％（　1）

変わらず50％（33）
変わらず47％（31）
変わらず79％（52）
変わらず70％（46）

変わらず52％（34）
変わらず50％（33）
変わらず82％（54）
変わらず72％（47）

変わらず51％（46）
変わらず51％（46）
変わらず64％（58）
変わらず61％（55）

変わらず59％（54）
変わらず62％（56）
変わらず75％（68）
変わらず74％（67）

増加18％（16）
増加19％（17）
上昇　3％（　3）
上昇13％（12）

増加30％（27）
増加18％（16）
上昇10％（　9）
上昇13％（12）

強　含　み
15％（　5）
10％（　3）
10％（　8）
13％（10）

1ヵ月以内
84％（16）

保ち合い
74％（25）
86％（25）
73％（22）
55％（41）

1ヵ月
11％（　2）

減少32％（29）
減少31％（28）
下降33％（30）
下降26％（23）

減少11％（10）
減少21％（19）
下降15％（14）
下降12％（11）

弱　含　み
12％（　4）
　3％（　1）
17％（　5）
32％（24）

1ヵ月以上
　5％（　1）

　　　平成27年度木材利用推進「全国会議」
　―　木の街づくりの効果と推進するための提言　―

日　時：平成27年７月31日（金）13時から17時30分
場　所：木材会館　７階ホール
　　　　東京都江東区新木場1-18-8　TEL03-5534-3111

第１部　木材利用推進「全国会議」
　　　　（木材利用推進中央シンポジュウム）
　公共建築物・街づくり等木材利用推進の取組み
　（１）国の施策・取組み
　　　①林野庁　木材利用課
　　　②国土交通省　大臣官房　官庁営繕部
　　　　木材利用推進室
　　　③文部科学省　官房文教施設企画部施設助成課
　（２）講　演「木材利用新時代の取組」
　　　①木の街づくり事例とその効果と今後の展開方向
　　　　～木の街づくりを推進するための提言１～
　　　　　講師　国立研究開発法人　森林総合研究所
　　　　　　　　研究コーディネータ　木口　実　氏
　　　②ヨーロッパの木造建築から「日本の木造建築」
　　　　を考える
　　　　～木の街づくりを推進するための提言２～
　　　　　講師　法政大学　デザイン工学部　建築学科　
　　　　　　　　教授　網　野　禎　昭　氏

第２部　木材利用優良施設の表彰式

　
来
る
七
月
三
十
一
日
、
東
京
新
木
場

の
木
材
会
館
に
お
い
て
全
国
会
議
が
以

下
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
る
。

　
全
国
会
議
で
は
、
木
材
利
用
優
良
施

設
の
表
彰
と
基
調
講
演
と
し
て
、
網
野

・
木
口
両
先
生
に
よ
る
、
今
後
の
製
材

品
の
活
用
の
可
能
性
を
テ
ー
マ
と
し
た

講
演
を
予
定
し
て
い
る
。

　木
材
利
用
推
進

　　「
全
国
会
議
」

　　　　　
の
開
催


